










要約:献血血液の HTLV-1 抗体スクリーニングは凝集法(PA 法)により実施されているが、PA

法で低力価を示す陽性者については IF 法で陰性になることが多い。今回、健康な日本人

の HTLV-1 抗体保有者を推定する基礎資料とするため全国的に 1 ヵ月間の献血者の HTLV-1

抗体陽性者の力価を測定した。その結果、献血者の陽性率が高い地域ほど陽性の中での PA

法の力価が 28 以上を占める割合は上昇した。特に献血者の陽性率が 4%以上を示す地域で

は陽性のうち 59%が力価 28 以上であった。


